
十
返
舎
一
九
の
手
に
な
る
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
の
翻
案
、
河
鍋
暁
斎
の
描
い

た
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
挿
絵
・
錦
絵
、
自
由
民
権
運
動
を
煽
動
し
た
革
命
小
説
、
現

代
の
「
で
・
あ
る
」
文
体
を
準
備
し
た
外
国
語
リ
ー
ダ
ー
、
翻
訳
文
学
界
を
席
巻

し
た
黒
岩
涙
香
の
探
偵
小
説
、
森
田
思
軒
の
フ
ラ
ン
ス
人
道
主
義
の
紹
介
、
山
田

美
妙
や
二
葉
亭
四
迷
ら
に
よ
る
新
た
な
日
本
語
文
章
創
出
の
試
み
、
若
松
賤
子
の

『
小
公
子
』
の
口
語
訳
、
多
く
の
人
が
愛
誦
し
た
森
鷗
外
の
『
即
興
詩
人
』
や
上
田

敏
の
『
海
潮
音
』、
新
劇
運
動
の
先
駆
を
な
し
た
坪
内
逍
遥
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、

島
村
抱
月
が
演
出
し
松
井
須
磨
子
が
演
じ
た
『
人
形
の
家
』
…
…
。

海
外
文
化
の
急
激
な
流
入
に
対
峙
し
た
幕
末
明
治
の
日
本
で
決
定
的
な
役
割
を
果

た
し
た
文
学
や
伝
記
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
社
会
的
、
政
治
的
背
景
を
も
視
野
に
い

れ
な
が
ら
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
テ
ー
マ
か
ら
詳
述
す
る
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
「
目

で
見
る
」
文
学
史
、
つ
い
に
刊
行
開
始
！

文学部文学科｜日本文学、西洋文学、比較
文学、児童文学、日本語史などの研究者
文学部哲学科｜明治精神史などの研究者
文学部歴史学科｜近代史などの研究者
教育学部｜教育史などの研究者
政治・経済学部｜日本近代政治史などの研
究者
保育学部｜児童文化などの研究者
美術系大学・学部｜明治期版画、装丁史な
どの研究者
都道府県立図書館、市町村立図書館
文学館、美術館、博物館
江戸・明治期書籍の愛好家、古書店　ほか

◆�『幕末明治翻訳書事典　文学・伝記・外国語リーダー篇』に掲載した書
籍を中心に、翻訳書が果たした役割を、社会的・政治的文脈も視野に
入れつつ、魅力的なテーマ設定のもとに解説した、「目で見る」文学史。
◆�翻訳文学書の調査・収集とそれらを用いた研究に四十年以上にわたっ
て従事してきた著者の集大成。
◆�『幕末明治翻訳書事典』の収録書に、錦絵や彩色版画など書籍以外の一
次資料も加え、計 1000 点余の図版をオールカラーで掲載した。また
図表なども駆使して視覚的に把握しやすいつくりとした。
◆�索引は、人名、書名・作品名、事項索引を完備して、読者の便に供した。

本書をおすすめします 本書の特徴

坪内逍遥訳『贋貨つかひ』
（A・K・グリーン／明治 21 年）

十返舎一九『新製小人嶋廻』前編�表紙
文政 13 年（1830）

藤田茂吉訳『セキスピーヤ叢書
仏国某州ノ領主麻吉侯ノ情話』
（ラム姉弟／明治 16 年）

キャッセル社版『ガリヴァー旅行記』第２編
第４章�挿絵�“The�Queen�and�her�maids�would�
come�and�watch�me�in�my�boat”

井上勤訳『開巻驚奇�龍動鬼談』
（E・ブルワ =リットン／明治 13 年）

『新製小人嶋廻』後編�表紙

全二巻
オールカラー

国
書
刊
行
会

二
〇
二
二
年
十
月 

刊
行
開
始

日
本
語
観
を
塗
り
か
え
る
必
読
の
文
学
史

�

山
本
貴
光
（
文
筆
家
・
ゲ
ー
ム
作
家
・
東
京
工
業
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
研
究
教
育
院
教
授
）

　
古
く
か
ら
日
本
語
は
、
異
言
語
に
育
ま
れ
て
き
た
。

　
も
し
そ
う
見
え
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
翻
訳
の
お
か
げ
だ
。
い
ま
で
こ
そ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ
ノ
ヴ
ェ
ー

シ
ョ
ン
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
、
音
だ
け
カ
タ
カ
ナ
に
写
し
て
済
ま
せ
る
こ
と
も
多
く
、
見
た
目
で
外
来
語
と
分
か
る
。

だ
が
例
え
ば
、
時
間
、
空
間
、
社
会
、
科
学
、
芸
術
、
哲
学
、
理
性
、
恋
愛
は
ど
う
か
。
あ
る
い
は
「
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
」

と
い
っ
た
慣
用
句
も
。
語
彙
や
表
現
に
加
え
て
、
日
本
語
の
文
法
や
文
体
に
も
異
言
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
も
の
が
多
々
含

ま
れ
て
い
る
。
古
く
は
漢
籍
や
仏
典
、
江
戸
に
は
蘭
学
、
明
治
以
降
は
も
っ
ぱ
ら
西
洋
の
文
物
を
翻
訳
し
て
日
本
の
言
語

や
文
化
は
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
範
囲
は
、
法
律
や
政
治
や
教
育
の
制
度
、
学サ
イ
エ
ン
ス問や
技ア

ー

ト
芸
術
、
仕
事
や
生
活
の
あ
り
方
に

至
る
ま
で
多
方
面
に
及
ぶ
。

　
概
要
は
そ
う
だ
と
し
て
、
で
は
実
の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
こ
う
な
る
と
話
は
ま
る
で
別
で
あ
る
。
近
代
に
限
っ

て
み
て
も
、
ど
の
よ
う
な
翻
訳
が
な
さ
れ
た
の
か
を
知
る
に
は
、
一
冊
一
冊
の
本
を
探
し
集
め
読
み
、
そ
の
背
景
を
調
査

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
お
分
か
り
の
よ
う
に
こ
れ
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
書
の
姉
妹
編
『
幕
末
明
治

翻
訳
書
事
典
』
は
、
文
学
の
方
面
に
つ
い
て
翻
訳
書
を
整
理
・
解
説
し
た
、
い
わ
ば
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
が
珠
だ
と
す
れ
ば
、
糸
で
つ
な
い
で
こ
そ
、
そ
の
意
味
や
価
値
も
よ
り
よ
く
見
え
る
と
い
う
も
の
。
本
書�

『
幕
末
明
治
翻
訳
文
学
史
』
は
、
翻
訳
文
学
を
文
字
通
り
博
捜
し
た
著
者
が
、
そ
の
よ
う
な
知
見
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て

し
か
見
え
な
い
歴
史
を
描
き
出
し
、
惜
し
げ
も
な
く
共
有
し
て
く
れ
る
の
だ
。
な
ん
と
い
う
贈
り
物
だ
ろ
う
。

　
本
書
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
、
現
代
の
日
本
語
に
つ
な
が
る
見
失
わ
れ
た
轍
を
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
と
い
っ
て
よ
い
細
や

か
さ
で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
異
言
語
を
前
に
し
て
彫
心
鏤
骨
の
思
案
と
工
夫
を
重
ね
、
新
た
な
日
本
語
を

生
み
出
し
た
翻
訳
者
た
ち
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
で
、
読
者
は
、
見
慣
れ
た
日
本
語
を
異
言
語
の
よ
う
に
見
直
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
稀
有
な
体
験
を
も
た
ら
す
『
幕
末
明
治
翻
訳
文
学
史
』
の
出
現
を
心
か
ら
よ
ろ
こ
び
た
い
。

『
幕
末
明
治
翻
訳
文
学
史
』
を
推
す

�

柴
田
元
幸
（
翻
訳
家
・
米
文
学
者
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　
今
日
翻
訳
に
携
わ
る
者
か
ら
見
て
大
変
羨
ま
し
い
こ
と
に
、
幕
末
・
明
治
に
お
い
て
文
学
の
翻
訳
、
も
し
く
は
翻
訳
文

学
、
は
現
代
よ
り
ず
っ
と
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
営
み
で
あ
っ
た
。
紹
介
・
翻
訳
す
べ
き
西
洋
文
学
が
膨
大
に
あ
っ
た
と

い
う
だ
け
で
は
な
い
。
翻
訳
し
よ
う
に
も
、
た
と
え
ば
英
語
な
らbe

動
詞
か
ら
し
て
ど
う
訳
す
の
か
、
最
初
か
ら
定
ま
っ

て
は
い
な
か
っ
た
。
現
在
我
々
は
、
若
松
賤し
ず

子
訳
『
小
公
子
』
の
「
セ
ド
リ
ツ
ク
に
は
誰
も
云
ふ
て
聞き
か

せ
る
人
が
有
ま
せ

ん
か
つ
た
か
ら
」
と
い
う
言
い
方
を
珍
奇
な
例
と
し
て
笑
う
が
、「
～
ま
せ
ん
か
っ
た
」
も
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
通

る
よ
う
な
流
動
性
・
可
塑
性
が
明
治
の
日
本
語
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
翻
訳
者
は
外
国
語
を
日
本
語
に
「
訳
す
」
と
同

時
に
、
日
本
語
を
「
作
る
」
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
「
翻
訳
家
」
は
「
作
家
」
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
証
拠
に
、
本
書
『
幕
末
明
治
翻
訳
文
学
史
』
第
一
巻
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
明
治
二
十
四
年
に
発
表

さ
れ
た
「
現
今
小
説
名
家
一
覧
表
」
と
い
う
作
家
番
付
を
見
る
と
、
一
位
は
森
鷗
外
、
二
位
は
幸
田
露
伴
、
三
位
は
森
田

思
軒
と
な
っ
て
い
る
。
露
伴
は
と
も
か
く
、
森
田
思
軒
と
言
え
ば
当
時
「
翻
訳
王
」
と
謳
わ
れ
た
人
物
で
あ
る
し
、
鷗
外

に
し
て
も
、
著
者
川
戸
氏
に
よ
れ
ば
当
時
は
「
む
し
ろ
翻
訳
に
よ
っ
て
名
の
知
ら
れ
た
人
物
」
で
あ
っ
た
。

　『
幕
末
明
治
翻
訳
文
学
史
』
は
、
そ
う
し
た
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
「
翻
訳
の
時
代
」
の
現
場
に
読
者
を
連
れ
て
い
っ

て
く
れ
る
。
生
々
し
い
資
料
を
、
テ
ク
ス
ト
・
図
版
共
に
た
っ
ぷ
り
見
せ
て
く
れ
て
、
か
つ
読
者
が
迷
子
に
な
っ
て
し
ま

わ
ぬ
よ
う
、
必
要
に
し
て
十
分
の
ガ
イ
ド
を
し
て
く
れ
る
。
そ
の
な
か
で
定
説
は
た
び
た
び
覆
さ
れ
、
新
た
な
説
が
説
得

力
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
の
い
ち
早
い
翻
案
と
言
え
ば
平
賀
源
内
の
『
風ふ
う

流り
ゅ
う

志し

道ど
う

軒け
ん

伝で
ん

』
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
が
、
中
身
を
仔
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
十
返
舎
一
九
の
『
新し
ん

製せ
い

小こ

人び
と

嶋じ
ま

廻め
ぐ
り』
の
方
が
は
る

か
に
『
ガ
リ
バ
ー
』
に
近
い
こ
と
が
、
ふ
ん
だ
ん
な
資
料
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
井
上
哲
次
郎
ら
が
『
新

体
詩
抄
』
を
著
し
て
詩
の
文
体
の
新
し
い
可
能
性
を
拓
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
多
い
が
、
本
書
は
そ
の
一
歩
向
こ
う
ま
で

話
を
進
め
、
で
は
井
上
は
大
学
で
ど
の
よ
う
な
教
師
に
ど
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
た
結
果
そ
う
い
う
新
し
い
仕
事
が
で
き

た
の
か
を
論
じ
、
そ
の
教
師
の
仕
事
の
意
義
ま
で
仔
細
に
分
析
す
る
︱
︱
と
、
他
書
よ
り
一
歩
も
二
歩
も
先
へ
・
奥
へ
行

く
書
物
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
書
を
読
ま
ず
し
て
近
現
代
日
本
の
翻
訳
は
語
れ
な
い
。

川
戸�

道
昭
［
著
］

『幕末明治翻訳文学史』
全 2巻／ B5変型判（250 × 190 ミリ）�
／上製（かがり PUR製本）・カバー装・輸送函入り／オールカラー
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978-4-336-06603-9�
2024 年 9 月刊行予定

続
刊

為永春水作�
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（イソップ童話�
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刊
行
に
あ
た
っ
て

�

川
戸
道
昭
（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）

　

日
本
の
近
代
文
学
は
、
西
洋
文
学
の
翻
訳
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な

い
。
と
り
わ
け
、
西
洋
の
文
学
作
品
に
範
を
置
く
新
た
な
文
学
が
日
本

の
土
壌
に
根
を
下
ろ
す
過
程
に
あ
っ
た
幕
末
・
明
治
期
に
お
い
て
は
、

翻
訳
文
学
は
、
新
た
な
文
学
・
文
章
を
創
出
す
る
た
め
の
重
要
な
指
針

と
な
っ
て
い
た
。

　

実
際
、
日
本
の
近
代
文
学
は
、
西
洋
の
小
説
や
詩
、
劇
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
構
成
す
る
言
語
と
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

ど
う
し
た
ら
そ
こ
に
備
わ
る
精
緻
な
思
想
や
感
情
の
描
写
を
、
あ
る
い

は
言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
を
日
本
の
言
葉
に
移
し
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
彼
ら
の
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
初
め
の
う
ち
こ
そ
、
西
欧

文
学
の
本
質
が
理
解
で
き
ず
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
や
が

て
そ
の
取
り
組
み
か
ら
、
漢
詩
で
も
な
い
和
歌
で
も
な
い
、
新
た
な
形

式
の
詩
が
生
ま
れ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
た
な
小
説
が

出
現
す
る
。
従
来
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な

自
己
表
現
法
を
伴
う
舞
台
芸
術
が
開
花
し
て
い
く
―
―
。換
言
す
る
と
、

西
欧
文
学
の
翻
訳
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
存
在
し
な
か
っ
た
西
洋
起
源

の
表
現
法
に
基
礎
を
置
く
近
代
詩
、
近
代
小
説
、
近
代
演
劇
を
創
出
す

る
重
要
な
母
胎
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
味
を
有
す
る
翻
訳
文
学
で
あ
り
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
そ
の
歴
史
的
役
割
や
意
義
と
正
面
か
ら
取
り
組
む
総
合
的
な
研

究
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
日
本
に
は
い
ま

だ
翻
訳
文
学
の
歴
史
全
体
を
俯
瞰
し
う
る
通
史
と
い
う
も
の
が
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
そ
う
し
た
総
合
的
な
文
学
史
を
編
む
に
足

る
基
本
資
料
が
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
欠
落
を
埋
め
る
べ
く
、
筆
者
は
、
四
十
年
余
に
わ
た
っ
て

基
本
資
料
の
調
査
・
収
集
に
努
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
・

知
識
を
も
と
に
資
料
集
や
報
告
書
、
研
究
論
文
を
随
時
発
表
し
て
き
た
。

　

そ
の
集
大
成
と
す
べ
く
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
『
幕
末
明
治
翻
訳
書
事

典　

文
学
・
伝
記
・
外
国
語
リ
ー
ダ
ー
篇
』
全
三
巻
の
出
版
を
開
始
し
、

今
回
、
新
た
に
『
幕
末
明
治
翻
訳
文
学
史
』
全
二
巻
の
刊
行
を
開
始
す

る
に
至
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
こ
そ
異
な
る
が
、
こ
の
二
書
は
、
ミ
ク
ロ
、

マ
ク
ロ
双
方
の
視
点
か
ら
、
幕
末
・
明
治
期
の
翻
訳
文
学
の
実
態
と
意

義
を
検
証
し
た
姉
妹
編
と
も
い
う
べ
き
書
物
で
あ
る
。
一
方
は
個
々
の

作
品
を
深
く
掘
り
下
げ
、
一
方
は
そ
れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
時
代
的
背

景
や
意
義
を
検
証
す
る
。
そ
う
し
た
双
方
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し

て
、
は
じ
め
て
、
近
代
日
本
文
学
史
上
に
お
け
る
翻
訳
文
学
の
果
た
し

た
役
割
の
全
容
が
見
え
て
く
る
と
い
う
の
が
、
編
輯
に
当
た
っ
て
の
筆

者
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　
『
事
典
』
の
収
録
書
は
合
計
一
〇
〇
〇
編
（
冊
数
に
す
る
と

一
三
〇
〇
冊
余
）、
木
版
、
石
版
、
銅
版
の
挿
絵
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載	

し
、
目
で
楽
し
め
る
事
典
と
し
た
。『
文
学
史
』
に
お
い
て
は
、
錦
絵

や
彩
色
版
画
な
ど
書
籍
以
外
の
一
次
資
料
も
加
え
、
計
一
〇
〇
〇
点
余

を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
た
。

　

本
書
の
出
版
を
機
に
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
幕
末
・

明
治
期
の
翻
訳
文
学
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
関
心
を
向
け
る
よ

う
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
、
筆
者
と
し
て
こ
れ
以
上
の
歓
び
は
な
い
。

著
者
略
歴

川
戸
道
昭
（
か
わ
と�

み
ち
あ
き
）

　

一
九
四
八
年
、
群
馬
県
生
ま
れ
。
一
九
七
一
年
、
慶

應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。
一
九
七
九
年
、

中
央
大
学
大
学
院
博
士
課
程
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻

満
期
退
学
。
一
九
九
二
〜
九
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー

ク
大
学
客
員
研
究
員
。
一
九
九
五
〜
二
〇
一
九
年
、
中

央
大
学
理
工
学
部
教
授
。
二
〇
一
九
年
よ
り
中
央
大
学

名
誉
教
授
。
専
門
は
、
比
較
文
学
、
幕
末
明
治
翻
訳
文

学
史
。

　

主
要
著
書
に
『
明
治
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』（
大
空
社
・

ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
）、『
欧
米
文
学
の

翻
訳
と
近
代
文
章
語
の
形
成
』（
同
、
二
〇
一
四
年
）
な

ど
。
主
要
編
著
書
（
榊
原
貴
教
氏
と
の
共
編
著
）
に
『
明

治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》』
全
五
二
巻
（
大
空

社
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
一
年
）、『
明
治
翻
訳
文
学
全

集
《
翻
訳
家
編
》』
全
二
〇
巻
（
同
、
二
〇
〇
二
〜
〇
三

年
）、『
図
説
児
童
文
学
翻
訳
大
事
典
』
全
四
巻
（
大
空

社
・
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）、『
図
説
翻

訳
文
学
総
合
事
典
』
全
五
巻
（
同
、
二
〇
〇
九
年
）
ほ

か
。二
〇
二
〇
年
よ
り『
幕
末
明
治
翻
訳
書
事
典　

文
学
・

伝
記
・
外
国
語
リ
ー
ダ
ー
篇
』（
全
三
巻
予
定
、
国
書
刊

行
会
）
を
刊
行
開
始
。
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〈
本
書
の
特
徴
〉

◆�

幕
末
か
ら
世
紀
が
変
わ
る
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
頃
ま
で
の
約
五
十
年
間
に
出
版
さ
れ
た
主
要

な
翻
訳
書
（
文
学
・
伝
記
・
外
国
語
リ
ー
ダ
ー
）
を
計
一
〇
〇
〇
点
（
一
三
〇
〇
冊
以
上
）、
年
代
順
に

収
録
。
西
洋
文
明
の
新
し
い
文
化
や
制
度
を
自
国
の
範
と
す
べ
く
、
当
代
の
名
だ
た
る
政
治
家
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
文
学
者
ら
が
こ
ぞ
っ
て
翻
訳
し
た
文
学
書
は
、
西
洋
へ
の
憧
憬
を
醸
成
し
、
国
民
一
人
一

人
の
精
神
形
成
、
ひ
い
て
は
日
本
の
近
代
そ
の
も
の
の
在
り
方
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
た
書
物

で
あ
る
。

◆�

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ジ
ャ
ン
ヌ・ダ
ル
ク
、
グ
ラ
ン
ト
将
軍
、
ジ
ョ
ー
ジ・ワ
シ
ン
ト
ン
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ・ワ
ッ
ト
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・フ
ラ
ン
ク
リ
ン
な
ど
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
西
洋
偉
人
の
伝
記
を
多
数
収
録
。
偉
人
伝
は
、

小
学
生
の「
修
身
」
教
科
書
と
し
て
、
あ
る
い
は
児
童
向
け
「
啓
蒙
書
」と
し
て
多
く
の
子
供
に
読
ま
れ
、

文
学
書
と
と
も
に
明
治
精
神
形
成
の
一
端
を
担
っ
た
。

◆�

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
や
グ
リ
ム
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
な
ど
を
最
初
期
に
紹
介
し
、
ま
た
日
本
語
の
形
成
に

多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
外
国
語
リ
ー
ダ
ー
」（
幕
末
か
ら
明
治
前
半
に
か
け
て
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
外
国
語
学
習
用
の
読
本
）
の
翻
訳
書
を
多
数
収
録
し
た
。

◆�

木
版
、石
版
、銅
版
の
美
麗
な
挿
絵
も
多
数
カ
ラ
ー
収
録
し
、挿
絵
事
典
と
し
て
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。

◆�

索
引
は
、
収
録
書
名
索
引
、
翻
訳
者
・
校
訂
者
名
索
引
、
出
版
者
・
版
元
名
索
引
、
挿
画
画
工
名
索
引
、

原
作・原
書
名
索
引
（
五
十
音
順
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）、
原
著
者
名
索
引
（
同
）、
そ
の
他
人
名
索
引
、

事
項
索
引
を
完
備
し
、
読
者
の
便
に
供
し
た
。

第
五
章
｜
西
洋
の
偉
人
と
近
代
国
家
の
形
成

1
0
6

1
0
7

『
西
国
立
志
編
』と「
文
部
省
発
行
教
育
錦
絵
」

　『西
国
立
志
編
』の
流
行
は
明
治
十
年
代
に
入
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
明
治
十
年（
一
八
七
七
）二
月
に
は
そ
れ
ま
で
の
一

三
編（
一
一
冊
）の
分
冊
を
一
冊
の
洋
本
に
ま
と
め
た『
改正 

西
国
立
志
編
』（
木
平
譲
蔵
板
）が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
十
年
代
に

入
る
と
、
自
由
閣
、
銀
花
堂
、
偉
業
館
、
博
文
館
等
々
、
様
々
な
出
版
社
か
ら
そ
の
翻
刻
書
が
刊
行
さ
れ
版
を
重
ね
て
い
っ
た
。

筆
者
の
と
こ
ろ
に
は
そ
の
う
ち
の
一
冊（『
改正 

西
国
立
志
編
』、
博
文
館
）が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
奥
付
を
見
る
と「
明
治
十

年
二
月
十
四
日
版
権
免
許

　明
治
廿
七
年
七
月
十
日
印
刷
発
行
」と
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
明
治
十
年
の
木
平
譲
の「
蔵
板
」を

引
き
継
ぐ
版
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、「
印
刷
発
行
」か
ら
七
年
後
の
明
治
三
十
四
年
二
月
に
は
第「
十
版
」を
数
え

た
と
あ
る
。
本
書
が
明
治
期
き
っ
て
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
そ
の
人
気
が
明
治
後
半
に
な
っ
て
も
衰

え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。

　そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
西
国
立
志
編
』は
、
た
と
え
ば
、
芝
居
の
脚
本
、
文
部
省
が
制
作
し
た「
教
育
錦
絵
」、
同
書
に
取

り
あ
げ
ら
れ
た
偉
人
の
略
伝
を
集
め
た『
西国 

立
志
編
列
伝
』（
橋
爪
貫
一
訳
、
六
合
書
房
、
明
治
十
二
年
）等
々
、
様
々
な
出
版
物
に

そ
の
影
響
を
投
げ
か
け
て
い
っ
た
。
芝
居
の
脚
本
や
列
伝
に
関
し
て
は
次
頁
以
降
に
述
べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
文
部
省
が
作

成
し
た「
教
育
錦
絵
」を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　「教
育
錦
絵
」と
い
う
の
は
明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
文
部
省
が
児
童
教
育
の
用
に
供
す
る
た
め
に
刊
行
し
た「
錦
絵
」の
こ
と

で
、
全
部
で
一
〇
二
枚
あ
る
。
そ
の
中
に
西
洋
の
偉
人
を
題
材
と
す
る
も
の
が
十
数
枚
あ
り
、
そ
の
多
く
は『
西
国
立
志
編
』

中
の
逸
話
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　た
と
え
ば
次
頁
に
掲
げ
る「
加
来
爾〔
カ
ー
ラ
イ
ル
〕」も
そ
の
一
つ
。
彼
は
、
苦
心
惨
憺
し
て
書
き
上
げ
た
原
稿
を
隣
人
に
貸

与
し
た
と
こ
ろ
、
隣
人
の
メ
イ
ド
が
そ
れ
を
反
古
と
間
違
え
燃
や
し
て
し
ま
う
。
大
い
に
悔
や
む
が
、
後
の
祭
り
。
し
か
し
、

彼
は
気
を
取
り
直
し
て
、
再
び
刻
苦
精
励
し
て
原
稿
を
書
き
上
げ
る
。
こ
の
有
名
な
話
が『
西
国
立
志
編
』第
四
編
の「
亀
勉
シ

テ
心
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
、
及
ビ
、
恒
久
ニ
耐
テ
業
ヲ
作
ス
コ
ト
ヲ
論
ズ
」と
い
う
勤
勉
と
忍
耐
に
関
す
る
章
に
載
っ
て
い
て6
＊

、
文

部
省
は
そ
れ
を
児
童
教
育
の
教
材
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。「
加
来
爾
」の
漢
字
表
記
や
文
章
の
細
部
が
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
明
ら
か
に『
西
国
立
志
編
』を
も
と
に
し
た「
錦
絵
」で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　『衣
服
哲
学
』や『
フ
ラ
ン
ス
革
命
』な
ど
難
解
な
書
物
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル（
一
七
九
五
〜
一
八
八

一
）の
逸
話
が
小
学
生
徒
の
教
材
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
多
少
の
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
。
し
か
し
、『
西
国
立

志
編
』の
原
著
者
が
題
材
と
し
て
い
る
の
は
難
解
な
著
書
の
内
容
で
は
な
く
て
、
そ
の
著
書
を
書
き
上
げ
る
際
に
彼
が
示
し
た

文部省発行教育錦絵「加来爾〔カーライル〕」
文部省、明治6年（1873）

「中村正直訳『改正 西国立志編』背表紙および扉
木平譲蔵板、明治10年（1877）

同・奥付
「明治卅四年二月廿日十版発行」との
記載がある

中村正直訳『改正 西国立志編』第十版 
表紙
博文館、明治34年（1901）

第
十
七
章
｜
翻
訳
文
学
書
に
見
る
装
丁
と
挿
絵
の
変
遷

3
7
8

3
7
9

木版画

川上冬崖画
横山保三訳『魯敏遜漂行紀略』口絵
瓊華書屋・出雲寺文治郎、安政4年（1857）

歌川芳虎画
仮名垣魯文作『童絵解万国噺』第四編 口絵
錦橋堂、万延2年（1861）

梅堂国政画
仮名垣魯文『米国前大統領格蘭氏伝倭文賞』第三編上・中・下 表紙
金松堂・辻岡屋文助、明治12年（1879）　上編のみ国文学研究資料館蔵

尾形月耕画
三遊亭円朝演述『西洋人情話西洋孝子之
伝』口絵　武部滝三郎、明治19年（1886）

歌川貞広（二代）画
醒々居士編『新編黄昏日記』口絵
福島幾太郎・駸々堂、明治18年（1885）

響泉堂（森琴石）銅刻（アンリ・ド・モントー原画）
井上勤訳『九十七時二十分間月世界旅行』挿絵
黒瀬勉二、 明治13年（1880）

知新堂銅刻
中江兆民主宰『欧米政理叢談』挿絵、祖父江勝定・
日本出版会社叢談局、明治16年（1883）

ジョルジュ・ビゴー画
佐野尚訳『ボッカス翁十日物語想夫恋』挿絵
臨池書院・佐野直・丸善書店、明治19年（1886）

ジョルジュ・ビゴー画
加藤飄乎訳述『修羅浮世鍛鉄場主 一名生活の戦場』口絵
山田弥三郎・日野商店、明治19年（1886）

銅版画

第
十
三
章
｜
西
洋
演
劇
の
受
容
│
│
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
、
そ
の
他

2
7
9

2
7
8

分
野
に
お
い
て
彼
の
果
た
し
た
役
割
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

　本
節
で
は
、
こ
の
藤
田
茂
吉
の
翻
訳
を
中
心
に
、
明
治
十
年
代
に
お
け
る
物
語
形
式
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
紹
介

の
流
れ
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
春
宵
夜
話
」と
そ
の
底
本

　藤
田
の
翻
訳
は
、
単
行
書
の『
セ
キ
ス
ピ
ー
ヤ
叢
書

　仏
国
某
州
ノ
領
主
麻
吉
侯
ノ
情
話
』（
詳
し
く
は
後
述
）を
除
く
と
す
べ

て
、『
郵
便
報
知
新
聞
』に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
大
別
す
る
と
、
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）三
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た「
春
宵
夜
話
」な
い
し
は「
春
宵
閑
話
」と
い
う
統
一
題
の
つ
い
た
前
半
の
四
話
と
、
明
治
十
七
年（
一
八

八
四
）十
二
月
か
ら
翌
年
七
月
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
統
一
題
の
な
い
後
半
の
四
話
に
分
け
ら
れ
る
。

　こ
の
う
ち
最
初
の
四
話
に
は「
翠
嵐
生
」と
い
う
筆
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
以
外
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
号
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
が
藤
田
の
訳
で
あ
る
と
い
う
特
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
後
半
の
四
話
の
最
初
の「
花
間
の
一
夢
」（
明
治
十

七
年
十
二
月
十
六
日
掲
載
）を
見
る
と
、
そ
こ
に
は「
九
皐
山
史
」の
署
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

余
往
キ
ニ
撒セキ
ス
ピ
ー
ア

斯
比
亜
ノ
稗
史
ヲ
抄
録
セ
ル
一
書
中
ヨ
リ
最
モ
邦
人
ノ
耳
目
ニ
入
リ
易
キ
小
話
ヲ
訳
出
シ
之
ヲ
春
宵
閑
話
ト

題
シ
テ
本
紙
中
ニ
掲
ケ
…32
＊

　こ
の
文
章
に
添
え
ら
れ
た「
九
皐
山
史
」と
い
う
筆
名
の「
九
皐
」は
、
藤
田
が
他
に
も
使
用
し
て
い
る
筆
名
で
あ
る
こ
と
か

ら33
＊

、
前
半
の
四
話
を
含
む
全
八
編
が
す
べ
て
藤
田
の
手
に
な
る
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　問
題
は
、
藤
田
が
こ
れ
ら
八
編
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
を
い
か
な
る
原
典
を
も
と
に
翻
訳
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

上
の
文
に
は「
撒
斯
比
亜
ノ
稗
史
ヲ
抄
録
セ
ル
一
書
」と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
原
典
に
つ
い
て
は
特
に
明
記
さ
れ
て
な
い
。

　し
か
し「
撒
斯
比
亜
ノ
稗
史
ヲ
抄
録
セ
ル
一
書
」と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
大
体
は
ラ
ム
姉
弟
の『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
』

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
察
し
が
つ
く
。

　実
際
、「
春
宵
夜
話
」の
第
一
話「T

he w
inter’s tale

ゼ 

ウ
イ
ン
ト
ル
ス 

テ
ー
ル
」の
書
き
出
し
を
見
る
と
、
ラ
ム
姉
弟
の
同
話
の
内
容
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
双
方
の
書
き
出
し
の
部
分
を
以
下
に
掲
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

表6  明治初期（19年まで）のシェイクスピア作品（物語形式）の翻訳

出版（発表）年月 表題 訳者（署名） 掲載誌および掲載号／版元 原作

明治10年12月 胸肉の奇訟 不記載 『民間雑誌』
（12月2日号～９日号） ヴェニスの商人

明治12年4月 （ロミオ）と（ジユリヱツト）ノ話＊ 不記載 『喜楽の友』（4月号～ 8月号）ロミオとジュリエット

明治16年10月 西洋珍説 人肉質入裁判 井上勤 出版人：長島永豊 ヴェニスの商人

明治17年2月 欧州奇聞花月情話 菊亭香水 『函右日報』
（2月8日号～21日号） ロミオとジュリエット

明治18年10月 人肉質入裁判 巌本善治 『文学叢誌』
（10月号～11月号） ヴェニスの商人

明治18年11月 マッカベス 不記載 『文学雑誌』
（11月号～19年3月号） マクベス

明治19年8月 泰西奇談 冬物語／因果物語＊ 仁田桂次郎 出版人：仁田桂次郎
冬物語
尺には尺を

明治19年12月 シェキスピーヤ筋書 
一名西洋歌舞伎種本＊ 竹内余所次郎 出版人：竹内余所次郎 リア王

明治19年12月 セキスピヤ物語＊ 品田太吉 出版人：品田太吉

ハムレット
リア王
ヴェローナの二紳士
マクベス
ヴェニスの商人

以下は藤田茂吉の訳によるもの

明治16年3月 春宵夜話　the Winters' Tale 
ゼ　ウイントルス　テール 翠嵐生 『郵便報知新聞』

3月14日号～28日号 冬物語

明治16年4月 春宵夜話 As you like it 翠嵐生 同4月5日号～ 5月1日号 お気に召すまま

明治16年5月 春宵夜話（連載途中から「春宵閑話」）
The two gentlemen of Verona

翠嵐生 同5月3日号～24日号 ヴェローナの二紳士

明治16年6月 春宵閑話Hamlet prince of Denmark 翠嵐生 同6月2日号～21日号 ハムレット

明治16年7月 セキスピーヤ叢書 仏国某州
ノ領主麻吉侯ノ情話 翠嵐先生 出版人：阪田幸太郎 お気に召すまま

明治17年12月 花間の一夢 九皐山史 『郵便報知新聞』
12月16日号～31日号 シンベリーン

明治17年4月 落花の夕暮 不記載 同4月7日号～ 5月7日号 ロミオとジュリエット
明治18年7月 栄枯の夢 不記載 同7月10日号～18日号 マクベス
明治18年7月 雨後の花 不記載 同7月22日号～ 8月11日号 終りよければすべてよし
表題の後の「＊」印は、原作者として「ラム」の記載があるもの

竹内余所次郎反訳『シェキスピーヤ
筋書 一名西洋歌舞伎種本』表紙
竹内余所次郎・博聞社、明治19年（1886）

仁田桂次郎訳『泰西奇談 冬物語／
因果物語』表紙　仁田桂次郎・中近
堂丸善ほか、明治19年（1886）

品田太吉訳『セキスピヤ物語』表紙
品田太吉、明治19年（1886）

井上勤訳『西洋珍説 人肉質入裁判』
表紙、長島永豊・今古堂・松江堂、
明治16年（1883）

『遊戯雑談 喜楽の友』明治12年
（1879）6月16日号 表紙
喜楽社、明治12年

同・本文「続物語」より訳者不記載
「ロミオとジユリヱツトの話 前号の続き」
冒頭（12頁）

翠嵐生（藤田茂吉）訳「春宵夜話 ゼ ウイントルス テール」冒頭　『郵便報知新聞』明
治16年（1883）3月15日号に掲載　川戸道昭・榊原貴教編『明治翻訳文学全集《新
聞雑誌編》第1巻 シェイクスピア集Ⅰ』（ナダ出版センター・大空社）より転載（50頁）

組見本（原寸 46% 縮小）組見本（原寸 46% 縮小） 組見本（原寸 46% 縮小）

関
連
書
紹
介

幕
末
明
治
翻
訳
書
事
典
（
全
三
巻
）�

川
戸
道
昭
［
編
著
］

日
本
近
代
精
神
の
形
成
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
幕
末
明
治
の
翻
訳
書

を
総
観
す
る
、
著
者
四
十
年
余
に
及
ぶ
収
集
・
研
究
の
集
大
成

文
学
・
伝
記
・
外
国
語
リ
ー
ダ
ー
篇

［
第
一
巻
］�

江
戸
期
～
明
治
十
九
年�

＊
定
価
三
四
〇
〇
〇
円
＋
税�

978-4-336-06599-5

［
第
二
巻
］�

明
治
二
十
年
～
明
治
二
十
九
年�

＊
近
刊�

978-4-336-06600-8

［
第
三
巻
］�

明
治
三
十
年
以
降�

＊
近
刊�

978-4-336-06601-5

第一巻 書影


	幕末明治翻訳文学史パンフ_表
	幕末明治翻訳文学史パンフ_中

